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1. はじめに

文中の動詞の語義を同定して，さらに，動詞と係り関係にある単語との意味的関係を付与する述

語項構造付与システムの構築を行っている．動詞語義とは文章内の動詞の意味を同定したものであ

り，同じ表層の動詞でも複数の意味を持つ場合が多く，既存の辞書では対応できない語義も存在す

る．また意味役割とは文章内の各項が文章中でどのような意味を持つかを同定したものであり，人

により判断の揺れるものが存在するため信頼性の高いアノテーションを行うことは困難である．本

稿で構築した動詞語義および意味役割付与作業システムは BCCWJの COREの文章に対し，動

詞語義および意味役割を人の手で付与する際の補助を目的としたシステムである．動詞語義と意味

役割については無料で公開されている動詞項構造シソーラス [1]のものを用いる．また複数人によ

る付与を可能とするため，Web上でのアプリケーションとして CakePHP[2]を用いて構築を行っ

た．

本稿では本システムの構造や使い方を解説し，実際に 800文程度に対して動詞語義付与を行い，

作業者の行動から必要な機能の割り出しを行った．

2. 関連研究

関連研究として FrameNET[3]や Slate[4]が挙げられる．FrameNETはフレーム意味論に基づ

いて構築された英語の語彙辞書である．FrameNET はある語を想起させる意味概念を frame と

して仮定し，意味概念を持つ単語を結びつけることで構築されている．日本語においても日本語

FrameNET[5]の開発が進んでいる．また佐藤 [6]によって frameNET のデータをWebブラウ

ザ上で検索表示できるソフトウェアである FrameSQLが開発された．単語列ベースで詳細な付与

が可能である一方で，システム自身は公開されていない．Slateは徳永ら [7]によって開発された

汎用アノテーションツールであり，多様なアノテーションに対応できる．クライアントサーバ型の

アプリケーションであり，複数の作業者でアノテーションを行うことができる．汎用性の高いツー

ルであるため本研究で扱う動詞語義及び意味役割の付与もできるが，本研究で提案する動詞語義及

び意味役割は種類が多いため，Slate で実行するには煩雑になり適していない．また，本システム

の特徴である，複数人作業者の付与結果の記録と決定を行うことができない．

3. 動詞語義及び意味役割付与作業システム

本研究で扱う動詞語義及び意味役割付与作業システムとは，文章から動詞を選択し，選択した動

詞の語義決定を行い，意味役割の付与を行うものである．システムの構成，利用している言語資
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源，及びシステムの特徴を述べる．

3.1. 人手による動詞語義及び意味役割付与の問題点

動詞語義及び意味役割の人手による付与を行う際の問題点を整理する．本システムで扱う意味役

割は 89種類，動詞語義は動詞ごとに複数存在する．動詞語義及び意味役割は種類が多く人手で記

述を行う場合の処理は非常に煩雑なものとなる．既存のツールで本システムで扱う動詞語義及び

意味役割の付与を人手で行った場合，膨大な時間を要し，間違いも発生しやすい．また動詞語義及

び意味役割は人によって判断の揺れるものが存在し，信頼性の高いデータを作成するのは困難で

ある．

16

探索で見つかる
探索 で 見つかる

[原因]? 【発見】[原因]? 【発見】

[手段]?

図 1 人によって判断が揺れる意味役割の例

図 1は「探索で見つかる」という文の動詞語義及び意味役割付与例である．「見つかる」は【発

見】という語義であるが，一方「探索」は，「探索」という [原因]で【発見】したのか，「探索」と

いう [手段]で【発見】したのか人によって判断の異なるところである．

3.2. 動詞語義及び意味役割付与作業システムの設計

前節で述べたように，動詞語義及び意味役割付与は煩雑で人によって判断が異なることがあるた

め，一人で作業を行うのは好ましくない．よって複数人で作業を行うためにWeb上での閲覧・作

業を実現する．Web上でデータ入力，編集などができるデータベース管理ツールとしてはファイ

ルメーカーなどがあるが，利用形態が制限されており，言語処理ツールを利用するなどといった拡

張もできない．そこで，フリーでダウンロードできるデータベース管理ツールとフレームワークを

用いて開発を行う．動詞語義などは大量のデータ検索を行うのため，利用するデータベースは検索

が高速であるMySQL[8]を利用する．フレームワークは高速開発に適している CakePHPを利用

する．またWeb上でシステムを利用する場合，インターネットブラウザから作業を行うことがで

きるためシステムのダウンロードを行う必要がない．ここで複数人で複数文に対して付与を行う場

合，次のような問題が発生する．

（1）対象となる文の数が膨大なため，付与される文が統一性をもたない．

（2）同じ文に対して複数の付与が行われる．

まず（1）を解決するために作業対象を指定する必要がある．つまりデータベース上に存在する

文すべてに作業対象か否かの状態を持たせるということである．次に（2）であるが，本システム

では動詞語義及び意味役割が複数付与された場合，付与事例を考慮して，最終的に 1人の作業者

（作業リーダー）が判断して決定を行う．これにより，（2）の問題を解決し，1人で付与した結果

よりも信頼性の高いデータが得られると考える．
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3.3. データベース構築

本システムは BCCWJコーパスの文章データ，LUW単位でのデータ及び動詞項構造シソーラ

スを用いる．さらに LUWのなかから動詞のみを抽出し，その頻度を格納したテーブル，付与され

た動詞語義及び意味役割のテーブルを作成した．

図 2 データベース構造

図 2は本システムで構築したデータベース図である．luwと sentenceは BCCWJコーパスの

COREの luwと文章データをそれぞれテーブルとしたものである．semanticと vthは動詞項構

造シソーラスの意味役割と動詞語義をそれぞれ格納したものである．luw_verbは luwテーブル

内に出現した動詞とその回数（freq）を格納している．luw_verbid_sentenceidは luw_verb

テーブルの動詞がどの文で使われているかと作業状態か否か（sence）を示したテーブルである．

luw_semantic及び luw_vthは付与された意味役割及び動詞語義を格納するテーブルである．

3.4. 動詞語義および意味役割付与の手順

本システムの付与作業の手順を説明する．文に動詞語義及び意味役割を付与する場合，はじめに

動詞語義を決定する必要がある．動詞語義は動詞項構造シソーラスのデータを利用するため，動詞

項構造シソーラスに語義の存在しない動詞は付与できない．また各動詞語義の例文が複数必要であ

るが，人が文を見なければ動詞語義を決定するのは困難であるため，人が文を見て付与対象を決め

る必要がある．よって動詞語義付与を行う前に作業文の選択を行う必要がある．そして作業対象に

選ばれた文に対して，動詞語義付与及び意味役割付与を行った後，付与された動詞語義及び意味役

割から作業リーダーが決定を行う．このため付与作業の手順としては以下の 5つがあげられる．
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A) 作業文の選択．

B) 動詞語義付与．

C) 動詞語義の決定．

D) 意味役割付与．

E) 意味役割の決定．

この順に各作業者が作業を行う．それぞれの作業において，最適な操作環境とデータを表示する必

要があるため，それぞれにおいて，作業用Webページを作成した

以下にそれぞれについて説明する．

A)作業文の選択

最初の作業として，付与作業を行いたい動詞を選択する．動詞を選択すると選択された動詞を含

んだ文の一覧を表示する．その中から作業対象としたい文を選択する．選択された文は作業対象と

なり，付与作業が可能となる．

図 3 作業文の選択例

図 3は「買う」という動詞の作業文選択画面である．「買う」という動詞を含んだ文の一覧を表

示する．各文にはチェックボックスを設置しており，作業対象とする文を作業者が選択できるよう

にしている．チェックボックスにチェックを入れることで語義付与対象となる．またチェックを外

すことで付与対象から外すこともできる．

B)動詞語義付与

作業対象が存在する場合，語義の付与を行うことができる．付与作業を行いたい文を選択する

と，短単位または長単位に分割された文を表示する．分割された文章の動詞を選択すると，選択し

た動詞の語義一覧を表示する．表示した語義から選択を行うことで語義の付与を行う．

図 4は「詰将棋の本を買ってきました。」という文の「買う」に対する動詞語義の付与画面であ
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図 4 動詞語義付与例

る．各語義にラジオボタンを設置しており，各語義のラジオボタンを選択することで対象となる動

詞の語義を選択できる．語義一覧表示は動詞項構造シソーラスの分類のみを表示しているが，各語

義の idを選択することで例文などの語義詳細を閲覧できる．

C)動詞語義の決定

複数人の作業により動詞語義が付与された後，作業リーダーは動詞語義の決定を行う．よってこ

の作業では，複数人による作業の付与結果を表示し，どの付与結果を決定するかを選択するページ

を構築した．付与された動詞語義の一覧から意味役割の決定を行う．

図 5 動詞語義決定の例
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図 5では「詰め将棋の本を買ってきました」という文の「買う」という動詞に対して，3つの語

義が付与されている．各語義の左側にラジオボタンを設置している．決定したい語義のラジオボタ

ンにチェックを入れることで動詞語義を決定することができる．

D)意味役割付与

作業対象である文の動詞語義が決定されている場合，意味役割の付与を行うことができる．付与

対象となる項と意味役割の種類を選択することで意味役割の付与を行う．また付与した意味役割に

コメントをつけることができる．

図 6 意味役割付与例

図 6は「詰将棋の本を買ってきました。」という文の「買う」に対する意味役割の付与画面であ

る．各項にチェックボックス，各意味役割にラジオボタンをそれぞれ設置している．まず対象とな

る項のチェックボックスにチェックを入れる．そして，意味役割一覧から付与したい意味役割のラ
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ジオボタンにチェックを入れることで意味役割を付与できる．図 6では「詰め将棋の本」に対して

［対象］を付与している．

E)意味役割の決定

複数人の作業により意味役割が付与された後，作業リーダーは意味役割の決定を行う．よってこ

の作業では，複数人での作業の付与結果を表示し，どの付与結果を決定するかを選択するページを

構築した．付与された意味役割の一覧から意味役割の決定を行う．

図 7 意味役割決定の例

図 7では「詰め将棋の本を買ってきました」という文の「買う」という動詞に対して，「詰め将棋

の本」に［対象］，「詰め将棋の本」に［結果］，「詰め将棋の」に［対象］という 3つの意味役割が

付与されている．決定を選択することにより，意味役割を決定状態にすることができる．また決定

解除で決定状態を解除できる．決定状態にある意味役割は消去などの操作を行うことができない．

図 7では「詰め将棋の本」に対する意味役割として［対象］が決定状態にあることを示している．

4. 付与作業のユーザーインターフェースの改善

実際に本システムを使って 3人の作業者で動詞語義付与を 800文程度行った所以下のような意

見が寄せられた．

1. 自分の作業が終わっているかどうかを簡単に確認したい．

2. 次の作業文にすすむときにページの移動が多い．

3. 当てはまる動詞語義がない．

作業の負担を減らすためにこれらの意見を参考に改善を行った．具体的には以下のようにシステ

ムを改善した．

1. 作業例文を選ぶ際に付与が終わっている文には「OK」を表示．

2. 同じ作業を次の文で行う「次の文へ」のリンクを作成．

3. 動詞語義選択の際に適合語義なしの選択肢とコメント欄を追加．

これらの改善により作業負担が減るとともに，適合語義なしの選択肢を追加したため，動詞項構

造シソーラスの拡張にもつながると考えられる．しかし今後の課題として動詞項構造シソーラスの

拡張という観点から考慮した場合，適合語義なしという分類では不十分であると考えられる．改善

法としては「動詞語義の追加」という動作を実装することである．作業者が適合する語義なしと判

断した場合，語義を追加し適合語義を作成することにより，動詞項構造シソーラスを拡張できる．
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5. 考察

作成したシステムの動作速度についての考察を行う．本システムはサーバクライアント方式で作

成しており，レンタルサーバで独立した CPUを優先して利用しているため，膨大な量のデータを

利用するにもかかわらず，各作業は操作から 1，2秒程度で動作する．しかし，付与データが増え

ると動作速度は低下すると考えられる．動作速度を下げる要因として，データの取得にかかる時間

が長くなることがあげられるためである．さらに本システムは一つの動作に複数のテーブルを用

いている動作が多い．取得するデータ数が同じであってもテーブル数が増えると動作が遅くなる．

これはフレームワークの仕様であるが，データを取得する場合にテーブル選択，データ検索，デー

タ取得という手順で行っているためである．またフレームワークの機能として，結合させたテーブ

ルのデータを自動で取得するというものがあるが，本システムのように扱うデータが多い場合，必

要なデータ以外のデータも多く取得してしまうため，動作が非常に遅くなる．このため本システム

ではこの自動取得の機能をなるべく用いず，必要データのみを取得している．意味役割付与動作で

は，フレームワークの機能で自動取得した場合に比べ，4分の 1程度の時間でデータを取得できた．

6. まとめ

本研究では文章の意味を同定するために，動詞語義および意味役割の付与を補助するシステム構

築を行った．データベースとフレームワークを用いて，Web上で作業，閲覧を実現した．この手

法により複数人による付与作業が可能となり，インターネットブラウザさえあればシステムのダウ

ンロードを必要とせず，複数人で 1つの文に対する付与を実現することで，データの信頼性向上を

図った．また実際にシステム利用者の意見を取り入れることでユーザーインターフェースの改善を

行った．
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